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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）におけるわが国の経済は、株高や企業収益

の改善が継続し、緩やかな回復が続いているものの、新興国の経済停滞や欧米の政治リスクに対する警戒の高まり

による海外経済の影響等もあり、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 このような状況の中、当社グループは、既存の事業領域における競争力強化と顧客満足の向上および周辺事業領

域への拡大に努めてまいりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が108億８千６百万円で前年同四半期比３億９千２百万

円の増収（3.7%増）、営業利益は４億５千９百万円で前年同四半期比１億７千４百万円の増益（61.5%増）、経常

利益は５億６千９百万円で前年同四半期比２億１千６百万円の増益（61.2%増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は３億８千２百万円で前年同四半期比１億５千９百万円の増益（71.8%増）となりました。 

次に、セグメント別に概況をご報告いたします。 

(インキ事業) 

 オフセットインキは、市場縮小化が継続する厳しい環境の中で販売数量の確保に努めましたが、数量および売上

高は前年同四半期に比べ減少いたしました。 

 グラビアインキは、食品包材向けの拡販に努め、顧客別対応に注力してまいりましたが、数量および売上高は前

年同四半期に比べ減少いたしました。 

 インクジェットインクは、受託製品が堅調に推移し、また自社製品である産業用機能性インクの伸長により、数

量および売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。 

 印刷用材料は、オフセットインキと同様に市場の縮小化が進行する中、売上維持に努めましたが、売上高は前年

同四半期に比べ減少いたしました。 

印刷機械は、印刷後工程の設備需要もあり、売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。 

 この結果、インキ事業の売上高は、34億６千１百万円で前年同四半期比２千６百万円の増収（0.8%増）、セグメ

ント利益は１億円で前年同四半期比５千４百万円の減益（35.4%減）となりました。 

(化成品事業) 

 合成樹脂用着色剤は、自動車用着色製品、食品シート用着色製品、包装フィルム用機能製品の受注が好調に推移

し、数量および売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。 

合成樹脂成形材料は、スポット受注の継続により、数量および売上高は前年同四半期に比べ増加いたしました。 

 この結果、化成品事業の売上高は、53億５千３百万円で前年同四半期比５億５千５百万円の増収（11.6%増）、

セグメント利益は５億８千３百万円で前年同四半期比２億２百万円の増益（53.1%増）となりました。 

(加工品事業) 

 農業用資材および食品用途向け一軸延伸フィルム等は伸長したものの、震災復興向け土木資材の工事減に伴う減

販により、売上高は前年同四半期に比べ大幅な減少となりました。 

 この結果、加工品事業の売上高は、19億９千６百万円で前年同四半期比１億９千１百万円の減収（8.7%減）とな

りましたが、セグメント利益は１億４千２百万円で前年同四半期比４千１百万円の増益（41.0%増）となりまし

た。 

（不動産賃貸事業) 

 不動産賃貸事業の売上高は、７千４百万円で前年同四半期比１百万円の増収（2.5%増）となりましたが、セグメ

ント利益は３千８百万円で前年同四半期比０百万円の減益（2.3%減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 (資産） 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産は452億２千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億４千６百万円

増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の減少１億９千７百万円、受取手形及び売掛金の増加９千２百万

円、たな卸資産の増加３億１百万円、繰延税金資産の増加７千１百万円、有形固定資産の減少４千万円及び投資有

価証券の時価上昇等に伴う増加２億２千４百万円等によるものです。 

 (負債） 

  負債合計は225億９千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ６千６百万円増加いたしました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の増加２千８百万円、短期借入金の増加２億１千万円、賞与引当金の増加３億３千８百万円、

長期借入金の減少２億４千５百万円、繰延税金負債の増加９千５百万円及び退職給付に係る負債の減少９千４百万

円等によるものです。 

 (純資産） 

  純資産の部は226億２千２百万円となり前連結会計年度末に比べ４億８千万円増加いたしました。主な要因は、

利益剰余金の増加３億１百万円及びその他の包括利益累計額の増加１億６千４百万円等によるものです。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における業績の動向を勘案し、第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想（平

成29年５月15日発表）を変更しております。詳細につきましては、平成29年８月７日に公表しました「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 なお、業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,700 1,503 

受取手形及び売掛金 16,196 16,288 

商品及び製品 3,581 3,805 

仕掛品 1,501 1,525 

原材料及び貯蔵品 1,860 1,913 

繰延税金資産 284 364 

その他 204 196 

貸倒引当金 △50 △54 

流動資産合計 25,279 25,543 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,464 6,401 

機械装置及び運搬具（純額） 1,772 1,811 

工具、器具及び備品（純額） 171 200 

土地 3,597 3,597 

リース資産（純額） 469 441 

建設仮勘定 132 113 

有形固定資産合計 12,608 12,567 

無形固定資産    

リース資産 18 16 

その他 291 402 

無形固定資産合計 309 418 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,974 6,198 

繰延税金資産 249 240 

その他 315 313 

貸倒引当金 △61 △60 

投資その他の資産合計 6,477 6,691 

固定資産合計 19,395 19,678 

資産合計 44,674 45,221 

 

- 4 -

東京インキ㈱ （4635） 平成30年３月期　第１四半期決算短信



（単位：百万円） 

前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 9,951 9,980 

短期借入金 3,150 3,360 

1年内返済予定の長期借入金 1,341 1,273 

リース債務 184 176 

未払法人税等 282 271 

賞与引当金 466 804 

未払消費税等 192 142 

未払費用 867 920 

その他 698 540 

流動負債合計 17,135 17,471 

固定負債 

長期借入金 2,507 2,261 

リース債務 341 317 

繰延税金負債 1,073 1,169 

役員退職慰労引当金 234 230 

退職給付に係る負債 1,075 981 

その他 164 166 

固定負債合計 5,396 5,127 

負債合計 22,532 22,598 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,246 3,246 

資本剰余金 2,511 2,511 

利益剰余金 15,186 15,487 

自己株式 △57 △57 

株主資本合計 20,886 21,187 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 1,506 1,677 

繰延ヘッジ損益 △0 0 

為替換算調整勘定 △3 △35 

退職給付に係る調整累計額 △361 △337 

その他の包括利益累計額合計 1,140 1,304 

非支配株主持分 115 130 

純資産合計 22,142 22,622 

負債純資産合計 44,674 45,221 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 10,493 10,886 

売上原価 8,790 8,965 

売上総利益 1,703 1,921 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 401 405 

福利厚生費 93 97 

減価償却費 55 48 

貸倒引当金繰入額 － 5 

賞与引当金繰入額 133 155 

退職給付費用 34 33 

通信交通費 74 77 

荷造及び発送費 258 270 

その他 367 367 

販売費及び一般管理費合計 1,418 1,461 

営業利益 284 459 

営業外収益    

受取利息 4 4 

受取配当金 70 79 

出資分配金 25 17 

その他 10 20 

営業外収益合計 111 121 

営業外費用    

支払利息 10 8 

為替差損 23 － 

その他 9 3 

営業外費用合計 42 11 

経常利益 353 569 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

投資有価証券売却益 － 19 

特別利益合計 0 20 

特別損失    

固定資産除売却損 9 12 

特別損失合計 9 12 

税金等調整前四半期純利益 344 577 

法人税、住民税及び事業税 192 251 

法人税等調整額 △80 △72 

法人税等合計 112 179 

四半期純利益 231 397 

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 15 

親会社株主に帰属する四半期純利益 222 382 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 231 397 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 △186 171 

繰延ヘッジ損益 △1 1 

為替換算調整勘定 △66 △31 

退職給付に係る調整額 20 23 

その他の包括利益合計 △232 164 

四半期包括利益 △1 561 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 △9 546 

非支配株主に係る四半期包括利益 8 15 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

  有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結子会社は主として定率法を採用しておりま

したが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

  当社グループは、事業環境の変化に対応し機能性を付した製品の販売に注力するための大幅な生産能力の増強

及び新規投資を盛り込んだ経営計画「TOKYOink2020」に基づく投資を、当第１四半期連結会計期間から本格的

に実施することを契機に、有形固定資産の減価償却方法を見直すことといたしました。その結果、生産設備は

将来の耐用年数にわたって安定的な稼動が見込まれることから、定額法による減価償却方法が当社グループの

経営実態をより適切に反映するものと判断いたしました。 

  この変更に伴い、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ19百万円増加しております。 

 

（セグメント情報）

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

インキ 
事業 

化成品 
事業 

加工品 
事業 

不動産賃貸 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,434 4,798 2,188 72 10,493 10,493 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 15 － － 15 15 

計 3,434 4,813 2,188 72 10,509 10,509 

セグメント利益 154 381 100 39 676 676 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差額調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 676

全社費用（注） △391

その他の調整額 △0

四半期連結損益計算書の営業利益 284

（注）  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成29年４月１日  至  平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

合計 インキ 
事業 

化成品 
事業 

加工品 
事業 

不動産賃貸 
事業 

計 

売上高 

外部顧客への売上高 3,461 5,353 1,996 74 10,886 10,886 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 28 － － 28 28 

計 3,461 5,382 1,996 74 10,914 10,914 

セグメント利益 100 583 142 38 864 864 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差額調整に関する事項） 

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 864

全社費用（注） △404

その他の調整額 △0

四半期連結損益計算書の営業利益 459

（注）  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結

子会社は主として定率法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しておりま

す。 

 この変更に伴い、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ「イン

キ事業」で６百万円、「化成品事業」で５百万円、「加工品事業」で５百万円、「不動産賃貸事業」で０百

万円、「全社費用」で１百万円増加しております。 
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